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から津波後の 50％へ増加した。稲作の技術効率性は 83％程度であり、さらに 17％の効率の
増加が可能である。土壌と水分の分析では、ナガパティナム郡の農業生産環境は津波後に急
速に回復したことを示している。稲作はこの地域の主要な農作物であり、純益は 2006年のヘ
クタール当り 3695ルピー から 2007年のヘクタール当り 6405ルピーまで変動した。津波の





                                                 
∗  この論文はドイツ・ボン市で 2009年 4月 26-30日に開催された IHDP Open Meeting 2009 – 7th 
International Science Conference on the Human Dimensions of Global Environmental Changeの報告論文であ
る。本論文は総合地球環境学研究所とタミルナドゥ農業大学によって 2005年から 2008年に実施され
た共同研究の成果の一部である。 
